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オリエンテーション
　はじめに、設計事務所 ( 関・空間設計 ) の会社紹介と、スケジュールの
確認、計画の進め方やワークショップの意義についての説明がありました。
　関・空間設計は仙台市の設計事務所で、石巻市立雄勝小・中学校など小
中統合校の経験もある会社です。実施スケジュールは、基本計画 (４ヵ月 )
・基本設計 (５ヵ月 ) の中で計画を進めていきます。
　計画の進め方については、「チーム七ヶ宿」を発足し、七ヶ宿町のより多
くの方々との意見交換・議論を大切にする対話型の進め方を考えています。
　ワークショップについては、今回を含めて全 4 回 ( 基本計画 2 回・基本
設計 2 回 ) を想定しています。

オリエンテーション
　はじめに、設計事務所 ( 関・空間設計 ) の会社紹介と、スケジュールの
確認、計画の進め方やワークショップの意義についての説明がありました。
　関・空間設計は仙台市の設計事務所で、石巻市立雄勝小・中学校など小
中統合校の経験もある会社です。実施スケジュールは、基本計画 (４ヵ月 )
・基本設計 (５ヵ月 ) の中で計画を進めていきます。
　計画の進め方については、「チーム七ヶ宿」を発足し、七ヶ宿町のより多
くの方々との意見交換・議論を大切にする対話型の進め方を考えています。
　ワークショップについては、今回を含めて全 4 回 ( 基本計画 2 回・基本
設計 2 回 ) を想定しています。

PTA

業務実施方針

その他重要と考える事項

・学校づくりの実績が豊富な設計チームが、対話を通じ
て地域に寄り添い、目的・課題を共有し、町の未来に
本当に必要な学校を実現します。
・これからの七ヶ宿に最適な学校環境づくりのために、
学校建築計画の第一人者 ( 文科省の学校施設検討にも
関わる建築学者）との協働をします。
・技術力と提案力のあるエンジニアリングチームのサ
ポートのもと、安全安心・快適な学校をつくます。

ずっといっしょに考え、七ヶ宿にしかない豊かな学校づくりを実現するチーム体制
チームの特徴と全体マネジメントの方針

・ 計画開始時に、町、学校、保護者、地域のみなさん、
と 私たち設計チームで学校づくりを一緒に考える
「チーム七ヶ宿」をつくります。まち全体が学校づくり
に関わるようにすることで、地域のポテンシャルを最
大限に引き上げる学校づくりをします。
・学校づくりのプロセスで「チーム七ヶ宿」を軸に地域
と学校がよい関係性をつくり、開校後も継承すること
で、管理運営、地域開放、イベント、など、地域全体
が活発に協働できる素地をつくります。
・学校づくりが、地域で活躍するひとを育て、未来のま
ちをつくる、よい機会になると考えます。

・管理技術者が一貫して全体をマネジメントし、コストとスケジュールを適切にコントロールします。
・計画開始早期に「チーム七ヶ宿」など話し合いをスムーズにするのための体制をつくり、できるだけ多く
の意見・アイデアを集めて条件を整理し、学校づくりをいっしょに考える時間を多くとるプロセスにします。
・最近の建設費高騰の状況を数値化・見える化して共有し、適切にコスト調整をしながら計画を進めます。
・模型、CGイメージなどわかりやすい計画内容の共有、ワークショップのプロセスの SNS 発信、など学校
づくりを「見える化」し、まち全体が学校づくりに期待、支援してもらえる工夫をします。

手戻りのないスケジュール・コスト管理を基本に、いっしょに学校づくりを考える時間を最大限つくる
業務の取組方針、進め方　スケジュール

「チーム七ヶ宿」まちの未来につながる学校づくり

対話重視型の設計工程

私たちは、学び場づくりのコンセプトとして、３つのきょういく【教育】【共育】【郷育】を大切に考えます。
七ヶ宿ならでは、七ヶ宿らしい、学びの場 を 町の多世代の多様な立場のみなさんに寄り添い、一緒に考え、
未来を担う子供たちを地域全体で支え合うことができる豊かな教育環境の整備 を目指します。
そして、教育移住 を呼び込むような 七ヶ宿町の未来につながる学び場を実現します。

教育

共育
郷育

３つの「きょういく」が共鳴し、七ヶ宿の未来につながる学び場 を創ります

【教育】　小人数校ならでは の確かな学力・生きる力が身につく 学び・生活の場
【共育】　まち全体で子どもたちを育て、地域もいっしょに成長する生涯学習の場
【郷育】　教育や共育を通して郷土への想いが育ち、まちの未来を育む場

様式 3：業務実施方針
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〇チーム七ヶ宿のイメージ図

新しい学校づくり
のための
ワークショップ

〇ワークショップ会場の様子

　7 月 30 日 ( 水 ) 10:00 ～ 12:00・七ヶ宿町開発センター 2 階会議室にて、七ヶ宿小学校、七ヶ宿中学校を統合
した新しい義務教育学校（小学校 6 年間と中学校 3 年間の計 9 年間を過ごす学校）整備計画の第１回目となるワー
クショップを開催いたしました！第 1 回目のテーマは、「七ヶ宿町の義務教育学校をみんなで考えよう」と題し、
講師の長澤先生をお招きし、義務教育学校について学び・考えるレクチャーを開催しました。みんなで義務教育
学校をつくる第一歩となる良いワークショップになりました！

ワークショップとは ...
専門家と参加者が協力し、共に設計・計画を考えていく方法のことで、
レクチャー形式やグループワーク形式など多様な内容で実施されます。

基本計画 (4 ヵ月 ) 基本設計 (5 ヵ月 )
ワークショップ 2 回 ワークショップ 2 回

『それぞれテーマの異なるワークショップを、全４回開催予定』

①今回 ②次回 ③10 月頃 ④12 月頃



株式会社  関・空間設計

お問い合わせ：
七ヶ宿町教育委員会 / 〒989-0592 宮城県刈田郡七ヶ宿町字関 126
TEL:：(0224)37-2112　FAX：(0224)37-2203

みんなで学ぶ！「よい学校とはなんだろう？」講師：長澤悟先生
　学校建築など建築計画学の専門家で、全国各地の学校に
携わられている長澤先生から「よい学校」についてみんな
で学ぶレクチャーがありました。
　みんなで学校を考える上で大切なことについてお話をいた
だき、「未来思考」で考える重要性を学びました。続いて、
新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方や考え方に
ついて、事例をもとに紹介いただき、「義務教育学校」を
考える上での基本的な知識やアイデアを学びました。
　「みんなで学校を考える」上で、現在小・中学校に通って
いる児童・生徒の皆さんにもワークショップなどに関わって
いただき、自分の考えた提案が実現したり、卒業後も学校や
町に関わりたくなるような計画を目指していきます。
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質疑回答
　最後に参加者の方々からレクチャー、計画案の説明に対して、
様々な角度から質問や意見をいただきました。
たくさんのご意見ありがとうございました。
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〇計画案の説明

〇長澤先生レクチャー

ワークショップ②について
　次回のワークショップはより具体的な学校の計画について、グループ
ワーク形式で意見を募るような内容を想定しています。教室の配置や、

体育館、図書館の在り方、職員室の設えなど、より多くの方の視点から

意見をいただけたらと考えております。皆様のご参加お待ちしております。

オープンスペースが
多いと、落ち着かない
場所になるのでは？

オープンにもクローズ
にもできるよう、柔軟性
のある計画を考えたい
と思います

皆さまのご意見をぜひお聞き
したいと考えております
ワークショップ等様 な々機会へ
の、ご参加をお待ちしております

建物の計画から設備計画
まで十分な検討を行って
まいります

スマートキーや人に
よる管理など様 な々
方法を検討していきます

義務教育学校を実際に使う
関保育所の子供たち、保護者
の方々の意見を聞いてほしい

冬季は廊下が寒いため
対策をしてほしい

町の方々が利用する上で
セキュリティはどうする？

（建築計画学専門家・東洋大学名誉教授）

2025 年 9 月 7 日（日）
13:30 開催予定
※詳細は別紙案内をご覧ください

2025 年 9 月 7 日（日）
13:30 開催予定
※詳細は別紙案内をご覧ください

計画案の説明　
　続いて、プロポーザル ( 事業者選定 ) 時の実施方針・技術提
案書の説明がありました。本計画のコンセプト ( 理念 ) として、
3 つの「きょういく [ 教育 ][ 共育 ][ 郷育 ]」を大切にし、七ヶ宿
町らしい、未来を担う子どもたちを地域全体で支え合うことが
できる豊かな教育環境の整備を目指します。そして、教育移住を
呼び込むような魅力ある学校・教育方針を実現したいと考えて
います。プロポーザル案はたたき台として、町の皆さんと共に
変えていくことを前提としています。また、学校の一部は、町の
方々も利用できる場所とし、生徒・児童だけでなく、町の皆さん
の居場所となるような学校を考えています。〇計画案の説明

〇質疑回答


